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はじめに	 
 
	 本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「接触場面
における相互行為の蓄積と評価」(2014 年度)の 1 年の成果をまとめた．これまで刊行され
てきた「接触場面の言語管理研究」のシリーズとしては 12 冊目にあたる．  
	 本報告書では論文８本と研究ノート１本を掲載することができた．プロジェクトのテー
マに含まれている相互行為の蓄積とは，接触場面の現象を時間的な幅でとらえようとする
視点を表している．とくにディスコースでの相互行為における評価（evaluation in interaction）
と相互行為に対する評価（evaluation on interaction）の蓄積が接触場面の参加者にどのよう
に影響を与えているかに焦点を当てようとした．  
	 こうした意図はとくにミラー論文に表現されている．ミラー論文では，外国人居住者を
対象にして，ディスコース上に現れる「演じられるアイデンティティ」が，インタビュー
で開示された「語られるアイデンティティ」とどのように関連しているかを追及している．
アキバリ論文は，ペルシア語話者が儀礼的コミュニケーション場面を構築するために使用
する待遇コミュニケーションである Taarof を対象に，内的場面では相互的な評価によって
Taarof 交換の繰り返しが生じる一方，接触場面においては交換が縮小される様子が見られ
ている．終助詞ヨについては文法的側面の１つであるモダリティ機能の研究が蓄積されて
いる分野であるが，崔論文では談話展開の機能（発話連鎖効力）に注目することにより，
終助詞を相互反映的な評価の文脈化の合図として理解できることが示唆されている．今後
の研究の進展が期待できる．  
	 本プロジェクトはこれまでと同様に言語管理研究会と連携し，研究者交流を実施してい
る．本報告書では研究会で発題をしていただいた３名の学外研究者にも執筆いただいた．
村上論文と横須賀論文では職場領域でのインターアクションをテーマに，職場コミュニテ
ィへの社会参加とそこでの自己評価を論じている．また，福永論文では，民族誌的な文脈
を踏まえながらパキスタン人移民の多言語使用とその言語意識（評価）を論じている．さ
らに，木村論文では，日本言語政策学会研究大会（千葉大学）での言語管理にかかわるシ
ンポジウムの発表をまとめていただいた．事例を中心としながら，マクロとミクロの管理
を接続する上で研究者の位置づけが重要であることを指摘した注目すべき論考である．  
	 ラッタナブリー論文と孫論文では，修士論文をもとに，それぞれ，申し出と同意の内的
場面（タイ，韓国，日本）の特徴を分析し，それぞれの場面の異同をまとめている．内的
場面の調査は接触場面の研究にとっては重要な参照規範のリソースであり，両論文の意義
は小さくない．  
	 また，最後に研究ノートとして掲載した高・村岡論文では，外国人居住者の言語使用の
概要をとらえるために実施されたアンケート調査の一部を紹介した．横須賀、村上、福永
各論文が扱った対象者と重なっており，合わせてお読みいただければと考える．  
	 報告書の最後には 2013 年 4 月から 2015 年 3 月までの「言語管理研究会」の活動報告
を載せた．   
	 なお，本研究プロジェクト報告書からの部分的な引用に関しては，すでに著者の了解が  
得られています．  
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